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D i s c o v e r  O s a k i

お・ら・ほ・の・ま・ち地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

松 山 発

鳴 子 温 泉 発

　

温
泉
・
農
産
物
・
自
然
・
お
ま
つ

り
な
ど
、
大
崎
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
毎
週
木
曜
日
の
正
午

か
ら
30
分
間
、
情
報
番
組
「
オ
オ
サ

キ
ユ
ノ
ラ
ジ
」
を
放
送
し
て
い
ま

す
。

　

大
崎
市
に
な
じ
み
の
深
い
貝
山

和わ

季き

さ
ん
と
佐
藤
千ち

日か

さ
ん
の
二

人
が
、
番
組
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と

し
て
市
内
各
地
を
取
材
し
、
各
地

域
か
ら
の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
の
お
昼

は
、
オ
オ
サ
キ
ユ
ノ
ラ
ジ
で
大
崎

の
魅
力
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組「
オ
オ
サ
キ
ユ
ノ
ラ
ジ
」で

大
崎
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す

▲

▲

足をとられてバランスを崩しなが
らも、1株ずつ丁寧に植える児童たち

5
月
の
主
な
出
来
事

1
日

●

夏
の
軽
装
勤
務（
ク
ー
ル
ビ

ズ
）開
始（
10
月
31
日
ま
で
）

4
日

●

オ
オ
サ
キ
ユ
ノ
ラ
ジ
放
送

開
始（
毎
週
木
曜
日
）

9
日

●

鳴
子
放
牧
場
開
牧
式

10
日

●

古
川
十
日
朝
市
開
会

12
日

●

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
宮
城
県
実
行
委
員
会

通
常
総
会（
仙
台
市
）

13
日

●

第
21
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
全

国
交
流
会
大
会
「
さ
く
ら

カ
ッ
プ
」（
14
日
ま
で
）

15
日

●

第
2
回
全
国
温
泉
地
サ

ミ
ッ
ト（
東
京
都
）

16
日

●

保
健
推
進
員
連
絡
協
議
会

総
会

20
日

●

伊
達
政
宗
公
生
誕
4
5
0
年

記
念
行
事
開
催
式
典（
仙
台

市
）

23
日

●

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮

城
大
会
大
崎
選
抜
会

2017

▲

ダ
ム
上
部
か
ら
滝
の
よ
う
に
流

れ
る「
す
だ
れ
放
流
」

（
5
月
2
日  

鳴
子
ダ
ム
）

はだしで田んぼに入り、自分たちの手でコメを植える

　5月8日、下伊場野小学校の全校児童20

人が、学校近くの水田で田植え体験を行

いました。

　子どもたちは、ぬかるみに足をとられ

てしりもちをついたり、飛び出してきた

カエルに「うわぁ」と大きな声を出したり

しながら、地域の農家や先生と一緒に苗

を丁寧に植えていました。

　秋には育ったコメでもちをつき、地域

の皆さんと一緒に収穫祭を行います。

貝山和
わ

季
き

 さん佐藤千
ち

日
か

 さん

大崎市情報発信ラジオ番組

オオサキユノラジ

　「オオサキユノラジ」は、多くの人に大崎

の魅力を知ってほしいという「you know

（ユーノー）」、温泉の「湯（ゆ）」、農産物など

の「農（のう）」から名付けました。この名前

には、大崎市の宝を広めていきたいという

思いが込められています。

△

放送日時

　毎週木曜日　12時～12時30分

△
放送局

　エフエム仙台-DateFM（77.1MHz）

△

オオサキユノラジウェブサイト

　http://www.datefm.jp/yunorazi/

イベント情報など、皆さんからの情報提供

は、産業政策課（23-2281）で受け付けて

います。

　

4
月
27
日
、
市
役
所
本
庁
舎
前

で
、「
は
く
あ
い
号
」の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
で

は
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
・
地

域
へ
の
支
援
事
業
や
災
害
救
護
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
は
く

あ
い
号
」の
贈
呈
は
、支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、救
護
装
備
の
整
備
と

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、災

害
時
な
ど
の
救
援
車
両
と
し
て
活

用
す
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
者
の
日
本
赤
十
字
社
宮
城

県
支
部
本
木
事
務
局
長
は
、「
災
害

時
の
み
な
ら
ず
、平
常
時
の
地
域
活

動
や
健
康
活
動
な
ど
に
も
活
用
い

た
だ
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

市
は
、災
害
時
に
備
え
、宮
城
県

や
日
本
赤
十
字
社
と
連
携
し
、
救

護
資
材
の
配
備
を
行
う
と
と
も
に
、

住
宅
火
災
な
ど
に
逢
わ
れ
た
人
へ

の
緊
急
物
資
の
輸
送
や
、
献
血
事

業
、広
報
活
動
の
際
な
ど
に
も「
は

く
あ
い
号
」を
役
立
て
ま
す
。

　

現
在
、
7
台
の「
は
く
あ
い
号
」

を
市
内
各
地
域
に
配
備
し
て
い
ま

す
が
、年
式
が
古
い
も
の
も
あ
る
た

め
、
今
後
の
更
新
に
つ
い
て
、日
本

赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
と
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
は
、
行
政
区
長
な
ど
を
通
じ

て
、皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く

会
費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。今
後
と
も
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
か
ら

「
は
く
あ
い
号
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

▲

本
木
事
務
局
長（
右
）
か
ら
鍵
の
レ

プ
リ
カ
を
受
け
と
る
伊
藤
市
長

中山平に新たな名所、「ゆの駅しんとろ」「むすびや」オープン！

　4月18日、鳴子温泉地域の中山平に直売所「ゆの

駅しんとろ」がオープンしました。「とろり」とした

泉質が人気の「しんとろの湯」の敷地内に建てら

れ、地域の野菜や特産品などを販売。食堂も併設さ

れ、しんとろの湯を訪れた人の新たな立ち寄り場

所になっています。

　好天に恵まれたゴールデンウィーク中には、県内

にとどまらず、全国からの来客でにぎわいました。

　4月29日には、同じく中山平に、「特定非営利活

動法人 鳴子の米プロジェクト」が運営する、「むす

びや」がオープンしました。

　鳴子産のブランド米「ゆきむすび」を使った7種

類のおにぎりが販売され、おにぎりの具や調味料、

海苔も鳴子温泉地域や県内産の食材がふんだんに

使用されています。

　店長の高橋恵美さんは、「おにぎりをきっかけ

に、米や野菜、食材を作る人と食べる人、店を訪れ

る人、地域の人など、たくさんの人の出会い、交流

が結ばれればうれしいです」と話してくれました。

　温泉はもちろん、地場産品の直売やおいしいお

にぎりを味わいに、中山平温泉を訪れてみません

か。

■むすびや

・住所  鳴子温泉字星
沼77-84
・電話　29-9436
・営業時間  11時30分
～13時30分
・定休日　毎週水曜日

■ゆの駅しんとろ

・住所　鳴子温泉字星
沼18-9

・電話　25-3144
・営業時間　直売：10
時～16時、食堂：11時
～14時

・定休日　年中無休
（臨時休館日あり）

▲むすびやのおにぎり。味噌汁と漬物も日替わりで販売中。


